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1. はじめに

足柄平野における総合的な水文調査は、酒匂川の高度

利用を目的として神奈川県によって、1961（昭和 36）年

から 5ヶ年計画で行われたものが最初である（神奈川県、

1961-1965）。それ以前は荻野ら（1974）のレビューによ

ると、わずかに香川（1948）による自噴井の調査がある

程度であった。神奈川県による調査は、関係する 5 課 1

局によって多岐にわたる分野において進められ、雨量、

河川流量、水質、農業用水といった基礎水文資料の蓄積

が行われた。また同調査は、足柄平野における地下水位、

自噴井の分布や深度等について、井上による調査を引用

しまとめている。なお井上による調査結果は、後日取り

まとめられ公表された（井上、1993）。

同調査の主体は、途中から神奈川県企業庁へと移った

が、調査期間終了後も、雨量、流量、水質、農業用水の

観測は続けられた（神奈川県、1966-1977）。そして同調

査の一環として、企業庁によ.り 1968（昭和 43）年から

8観測井で地下水位の観測が開始された。その後 1982（昭

和 52）年に温泉地学研究所に引き継がれ、地下水収支観

測調査事業による観測井の追加や測器の整備等が行われ

た。そして、1995（平成 7）年の事業終了に伴い、小田

原市および南足柄市内にある観測井がそれぞれ両市に移

管され、それ以外の観測井では、地下水位観測が一時中

断された。その後 1997（平成 9）年度からの経常研究に

よって 5 地点において観測が再開され、途中幾度かの欠

測や中断をはさみながらも、5 観測井において地下水位

観測が 30 年以上にわたって続けられている。

その間、各年度ごとの観測結果は、温泉地学研究所事

業概要などにおいて、随時公表されてきた。しかしこの

地下水位長期観測記録は、近年までデータベース化され

ていなかったため、経年的な地下水位の解析は、豊水期

（7 月）と渇水期（3 月）における水位を用いて行われて

いるにすぎなかった（横山ほか、1991 など）。

このため本論では、全観測期間の月データをとりまと

めると伴に、地下水位の変化と降水量との関係について、

若干の考察を行う。

2. 地下水位観測の概要

2.1. 観測地点

観測井の所在地、標高、井戸深度及びストレーナー深

度を表 1 に示す。観測井はそれぞれ酒匂川右岸地域に 7

地点、左岸地域に 3地点、そして大磯丘陵に 2地点あり、

足柄平野においては上・中流域に重点を置いた配置とな

っている（図 1）。

2.2. 観測期間および年平均値

各地点の観測期間および期間中の年平均地下水位を表

2 に示す。表中の（）は、当該年に於いて欠測月のある

ことを、そして斜線は欠測もしくは観測期間外を示す。

1968 年の観測開始から現在まで観測を継続している地

点は、金井島、吉田島、金手観測井の 3 地点である。ま

た、和田河原、曽比、堀之内観測井は、1996（平成 8）

年に南足柄市および小田原市へそれぞれ移管されている。

企業庁から移管された 1981（昭和 51）年前後で、2 観

測井（牛島、金子）が中止となり、4 観測井（延沢、成

田、境及び半分形）で観測が開始された。

2.3. 測定間隔

地下水位の観測は、企業庁では、毎日 1 回、10 時に行

われた。その後温泉地学研究所に移管されると、自記式

水位計によって連続観測されるようになり、観測結果を

デジタイザーを用いて日データ化処理を行った。現在で

は水位計の発達と普及に伴い、圧力センサーによる水位

の計測が 30 分間隔で行われ、磁気記録計によって記録さ

れている。これらの違いにより、日データの定義が、各

観測システムによりそれぞれ異なっている。測定間隔お

よび平均値の算出方法について各測定システムごとにま

とめた結果を表 3に示す。
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3. 地下水位データ

各観測地点の月・年平均値及び各月ごとの経年変化を

表 4A-4L 及び図 2A-2L に示す。月平均値は、月 1 日以上

観測されている場合に、また年平均値は全ての月の平均

値が求められている場合に限って算出した。

4. 地下水位変化

気象庁観測による小田原における月降水量と、各地点

の月平均地下水位の経年変化を図 3に示す。

期間中の小田原における年間降水量は平均で約 1950mm

であり、顕著な変化傾向は認められなかった。

年降水量で比較した場合、1970 年代及び 1990 年代は

少雨傾向、1980 年代は多雨傾向であった。

地下水位は、1970 年代前半頃まで低下する傾向が認め

られたが、それ以降は、回復あるいは横這いで推移して

いる。この原因として、横山（1991）では、地下水揚水

量の増加と三保ダムによる酒匂川流量の安定化であると

推定している。

各観測井における地下水位の季節変化は上流ほど大き

く、最上流部に位置する金井島観測井では最高水位月と

最低水位月との差で定義した地下水位の季節変化量が

10m であったのに対し、平野中部に位置する堀之内観測

井ではわずか 0.2m であった（図 4）。また全ての地点に

おいて、わずかではあるが季節変化量が減少する傾向が

認められた。
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観測期間中の各月ごとの平均地下水位を図 5 に示す。

足柄平野内にある 10 観測井の地下水位の季節変化は、振

幅の違いを除いてほぼ同様の、3月に水位が最も低下し、

水田への潅漉による急激な地下水位の上昇（5、6 月）を

経て、8、9 月に最高となり、その後緩やかに低下するパ

ターンを示している。

5.降水量との比較

小田原における年間降水量と、年間の地下水位変化量

（ある年の 12 月の地下水位と前年の 12 月の地下水位と

の差）との関係を図 6 に示す。小田原の年平均降水量が

約 1950mm であることは先に述べたが、この図において

1950mm という値は、地下水位変化量の正と負の境界値と

なっている。またばらつきは大きいが、全体的に右上が

りの分布をしており、平均より降水量の多い年には地下

水位は前年より上昇し、逆に少雨の年には地下水位が低

下する傾向にあることが、明らかになった。

このことは近年における足柄平野は、地下水の流入（年

平均 1950mm の降水と潅漑等による地下水の涵養）と流出

（河川や下流域への流出や揚水等）がほぼ釣り合った状

態にあることを示している。

6.まとめ

本稿では、足柄平野において 30 年以上にわたって続け

られた地下水位観測の結果を、月平均値データとしてと

りまとめ、地下水位のトレンドと、年間降水量と地下水

位変化量との関係について若干の考察を行った。

今後は更なる観測データの蓄積をはかっていくことで、

月～時間データを用いた、季節変化の要因の解明や、潅

漑、降水等のイベントと地下水位変化量との関係などと

いった、より短時間の現象についても解明していくこと

が可能となってくると思われる。
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